
令和２年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市児童センター 

所 在 地 鹿屋市今坂町１２４４０番地６ 

指定管理者 

名 称： 社会福祉法人 敬心会      

代表者： 理事長 郷原 建樹       

住 所： 鹿屋市今坂町１２４０５番地４７ 

連絡先： 電話 ４４－６５７７      

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（毎月） 

●その他（  ） 

●事業決算の確認 

●利用者アンケート（３月） 

 

担当部課 

（問合せ先） 
保健福祉部子育て支援課 電話31-1134 内線 3144 

 

【モニタリングの総合評価】 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月下旬から５月中旬まで休館したこ

とに加え、感染を警戒することによる利用控えが見られたことから利用者数が大幅

に減少した。しかし、アンケート結果から施設利用に関する満足は得られていると

判断される。開館から41年が経過し、施設・設備の老朽化が進む中で、利用者が満

足する環境の維持について検討を要するが、子育て世帯の交流を促進する活動や、

職員による児童及び保護者への適切な対応が満足に結びついていると考える。 

（年度別利用者数）                      ※平成19年度は直営管理 

項目 H19 H27 H28 H29 H30 R1 R2 前年度比較 

利用者数(人) 14,878  18,951  19,315  17,061  18,488  15,285 9,424 △5,861  

開館日数(日) 308  310  308  306  307  307 288 △19  

1 日平均(人) 48.3  61.1  62.7  55.8  60.2  49.8 32.7 △17.1  

 

（利用者アンケート） 

調査期間：令和3年3月1日～3月31日、回答者105人（男性20人、女性85人） 

   Q.週に何回利用しますか             Q.職員のあいさつ・言葉使い・態度は 

初めて (R2)21.9％ (R1)12.0％ 

 

満足 (R2)93.3％ (R1)98.0％ 

１～２回 37.1% 46.0% だいたい満足 4.8% 2.0% 

３～４回 1.0% 4.0% 普通 1.0% 0% 

５～６回 0% 2.0% やや不満 0% 0% 

その他 40.0% 36.0% 不満 0% 0% 

 Q．施設の過ごしやすさ・快適さは          Q．本日の利用に満足されましたか 

満足 (R2)72.4％ (R1)72.0％ 

 

満足 (R2)75.2％ (R1)78.0％ 

だいたい満足 8.6% 12.0% だいたい満足 4.8% 10.0% 

普通 2.9% 2.0% 普通 2.9% 2.0% 

やや不満 0% 2.0% やや不満 1.0% 0% 

不満 0% 0% 不満 0% 0% 
 



【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

・指定管理者独自の継続事業の充実 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

・老朽化した施設・設備の修繕を行い、安全で快適な環境の整備に努める。 

 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

 おはなし会、映画会、ワークショップ等の幅広い行事を開催するなど児童への安全・

健全な遊びの提供や子育て世帯の交流の促進や、また、年間を通して母親クラブの活

動を支援するなど、センターの設置目的を履行している。 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

 保育園経営のノウハウを活かし、安全・安心な施設の管理運営が行われており、市

仕様書に基づき適切に事業は実施されている。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

 館長１名のほか、２名以上の配置を義務づけている児童厚生員を３名（２名常駐）、

修繕担当を１名配置するなど業務の分担化が図られている。また、市立図書館が企画

する読書グループ連絡会等の研修会等にも参加し、館内でのおはなし会等のスキルア

ップを図っている。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

 経理は、指定管理者（敬心会）の本部の経理部門で行い、また、施設保守等は、専

門業者へ委託するなど、適正な事務の執行が図られている。 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

 毎朝の遊具の安全点検のほか、定期的な点検・補修や清掃を行い事故防止に努めて

いる。また、防火訓練・避難訓練の年２回の実施や台風等の災害が予想される場合に

は市側とその都度、連絡調整を行うなど安全管理にも努めている。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

 施設周辺の除草・伐採・側溝の汚泥の除去などを定期的に実施して地域の環境整備

に努めるとともに、自然光・風を多く利用して節電等を図るなど環境に配慮した運営

に努めている。 

⑶事業収支 

①経済性 

当該施設の利用目的や施設の形状から貸館での利用料金の収入を見込めないが、光

熱水費の節減やイベント等の自主制作により経費削減に努めている。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

 敬心会は、敬心保育園・寿敬心保育園や西原台学童育成クラブのほか高齢者・障が

い者施設などを運営している。 

 

 

 



施 設 概 要 調 書 

 
１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市児童センター 所 管 課：子育て支援課 

所 在 地 鹿屋市今坂町１２４４０番地６ 設置年月日：Ｓ．55．4.1 

設 置 目 的 児童に健全な遊びを与え、健康を増進し、情操を豊かにするととも

に団体活動の育成助長を図る。 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市児童センター条例 

施設の概要 設備の概要 

 

敷地面積（㎡）15302.61  

延床面積（㎡） 300.36  

《有料》 

遊戯室8：30～12：00→470円 13：00～17：00→570円 

集会室8：30～12：00→340円 13：00～17：00→470円 

 

《無料》 

 

 

事 業 概 要 （１）児童センターの事業実施 

（２）施設の設置目的に沿った指定管理者が独自に企

画した事業 

 

２ 経営分析評価指標 

①事業収支 △148千円 ④外部委託費比率 7.6％ 

②利用料金比率  ０％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 1,085円 

③人件費比率 84.6％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 1,069円 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 ３０７ ２８８ 

開館時間 午前８時３０分～午後５時 午前８時３０分～午後５時 

事業開催 ３６ ４３ 

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

施設利用人数 １７，０００ １５，２８５ 

行事参加者数 （１，０００） （９７９） 

合  計 １７，０００ １５，２８５ 

 

 

 

 



 

５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等利

用収入 

遊戯室 ０ ０ 

集会室 ０ ０ 

計 ０ ０ 

指定管理料 ９，１２4 １０，０３６ 

その他収入（自動販売機他） ０ ３７ 

前年度事業費残額 ０  

収入計（Ａ） ９，１２4 １０，０７３ 

事業費 ４５ ４９ 

人件費 ７，６６２ ８，６５０ 

修繕費 ５０ １１３ 

通信運搬費 １１３ １０９ 

施設管理費 ４６ １１６ 

印刷製本費 ６０ ６６ 

光熱水費 ２９１ ２６４ 

委託料 ７３９ ７８１ 

保険料 ９６ ６９ 

雑費 ２２ ４ 

   

支出計（Ｂ） ９，１２４ １０，２２１ 

収支（Ａ）－（Ｂ） ０ △１４８ 

※実施計画（事業計画書より）の額は、消費税及び地方消費税を除いた額で表示してい 

ます。 

 

 

 

 



第 28号様式（第 63条関係） 

指定管理者自己評価表 

R3年 5 月 25 日 

 

指定管理者  社会福祉法人 敬心会   

 

施 設 名  鹿屋市児童センター    

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ○3 ・２・１ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ○3 ・２・１ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ○3 ・２・１ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ○3 ・２・１ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ○3 ・２・１ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めている

か 
○3 ・２・１ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初

動対応要領の作成等） 
○3 ・２・１ 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 
質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ○3 ・２・１ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ○3 ・２・１ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ○3 ・２・１ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ○3 ・２・１ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ○3 ・２・１ 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告している

か 
○3 ・２・１ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・○2 ・１ 

15 事業収支は妥当であるか ３・○2 ・１ 

総 合 

評 価 

(所感) 

職員全員が、子育てを終えた経験豊かなベテランで、保護者の立場、子供達の年齢に 

応じた対応を行っている。その為保護者からも信頼され喜ばれている。 

経営状態に於いては、コロナ禍の現状では、利用者の減少は止むを得ないと考える。 

改善点、反省点としては、施設の老朽化や新しい種類の遊具の更新が急がれる。 

【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 


